
 

 
 

 
 
 新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴い、各学校、各市町等教育委員会におかれましては、

子どもたちの居場所を確保したり、学びの場を提供したりする等、適切にご対応いただいているところです。 

引き続き、子どもたちが安心して休業期間を過ごすことができるようご対応をお願いします。またその中で、

可能な限り子どもたちの家庭学習のための支援をお願いします。 
 

子どもたちの家庭学習を支援します 
県教育委員会では、下記のみえの学力向上県民運動 web ページで学習教材を提供しています。子どもたち

や学校の状況に応じて家庭学習等にご活用ください。なお、各学年の３学期の学習内容に関連した学習教材に

ついては、「学 viva セット 14・15・16 弾」「育成カリキュラム（「割合編」「図形編」「読む力・伝える

力編」）のたしかめプリント」の中にありますので合わせてご活用ください。 

また、下記文部科学省 web サイト内にも公的機関等が作成した、自宅等で活用できる教材や動画等のリン

クを紹介したサイトが開設されていますので、ご参照ください。 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

みえの学力向上県民運動トップページ 

http://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/ 

発行者：三重県教育委員会 

「学力向上緊急対策チーム」 

連絡先：研修推進課 

TEL：059-226-3572 
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「三重の学-Viva!!（まなびば）」 

３月号 

三重の 

学 
ま な 

※学-Viva：「Viva」は，「生きる」という動詞から生まれた言葉です。三重の「学び場」が生き生きするイメージで名付けました。 

 

○ 県教育委員会が提供している学習教材 
 

○ 文部科学省が提供している学習支援サイト 
 臨時休業期間における 

学 習 支 援 コ ン テ ン ツ 
ポ ー タ ル サ イ ト 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm 

本サイトは、文部科学省の web サイト内に開設したもので、学校種ごと、教科等ごとに掲載され

ており、各自治体等から情報を収集するなどしながら、コンテンツが随時充実される予定です。  

なお、三重県総合教育センターwebページに、臨時休業期間における家庭での学習支援コンテンツ

について、文部科学省および経済産業省の web ページのリンク先を掲載していますのでご参照くだ

さい。 

先生のページ 

🔴 家庭学習用プリント 

🔴 先生のページ 

家庭等から、パスワードなし
でダウンロードができます。 

ここをクリック！ 

◆ 基礎的・基本的な知識 
・技能を問う問題 

◆ １シート５分程度 
◆ 補充学習、家庭学習等で

活用できます！ 
 

ここをクリック！して
先生のページへ進む 

http://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月のみえスタディ・チェックで出題された問題が、できるようになっています 

 教科 問題番号と問題概要 
県平均正答率 

改善状況 
今回 過去 

小
学
校 

国語 ４二(1) 文章のまとめの空欄にあてはまる文章を選ぶ 
H28第1回 
みえスタ小５ 75.6％ 88.4％ －12.8 

算数 ４(3) 20-4の式がどの部分を表しているかを書く 
H31全国学調 
小算 26.3％ 40.1％ －13.8 

中
学
校 

国語 ４一 文章の構成について説明したものを選ぶ 
H30全国学調 
中国A 79.4% 88.7％ －9.3 

数学 ３(2) 三角形の合同の証明を記述する 
H29第２回 
みえスタ中２ 56.6％ 62.8％ －6.2 

 

読む力・図形等の問題には、課題が見られます 

４月に実施したみえスタディ・チェックで出題した問題を今回再度出題しました。主語と述語の照応、

倍、角の大きさ、度数分布多角形の特徴等に関する問題ができるようになりました。各学校で、繰り返し指

導を行うなど学習内容の理解・定着につなげる取組を進めてきた成果であると考えています。 
 

 教科 問題番号と問題概要 
県平均正答率 

改善状況 
今回 ４月 

小
学
校 

国語 １二(2) 主語・述語（文を書き直す） 60.1％ 38.1％ ＋22.0 

算数 
１(3) えんとつは電柱の何倍かを求める 85.2％ 50.3％ ＋34.9 

２(1) 180°よりの角の大きさを測る 67.5％ 28.9％ ＋38.6 

中
学
校 

国語 １六 封筒の宛名を書く＜H31 全国学調＞ 59.1％ 53.4％ ＋5.7 

数学 ５(3) 度数分布多角形の特徴を基に理由の説明を書く 30.0％ 26.9％ ＋3.1 

 

成果 

これまでの全国学力・学習状況調査やみえスタディ・チェックで出題した問題のうち、課題となってい

た問題等を出題しました。特に読む力、図形に係る問題等で、改善が難しい状況にあります。 

経年的に出題している設問の改善を図りましょう 

小学校算数 １（２）「答えが、12÷0.8 の式で求められる問題を４つの中からすべて選ぶ」設問の正

答率が下降しています。 

答えが 12÷0.8 の式で求められる問題を、下のアからエまでの中からすべて選んで、その記号を書
きましょう。 
ア 赤いテープの長さは 12 ㎝です。白いテープの長さは、赤いテープの長さの 0.8 倍です。白いテ

ープの長さは何㎝ですか。 
イ 長さが 12ｍのリボンを 0.8ｍずつ切っていきます。0.8ｍのリボンは何本できますか。 
ウ 0.8L で板を 12 ㎡ぬることができるペンキがあります。このペンキ１L では、板を何㎡ぬること

ができますか。 
エ １ｍの重さが 12 ㎏の鉄のぼうがあります。この鉄のぼう 0.8ｍの重さは何㎏ですか。 

Ｈ30全国学調２36.9%（全国 39.9）→ Ｈ30 第２回みえスタディ27.6% → Ｒ１第２回みえスタディ24.5％ 

小数の除法の場面における、二つの数量の関係の理解や除法の意味の理解に課題が見られます。算数
の学習では、問題場面の数量について考察し、数量の関係を図や数直線等に表す活動や、乗法や除法の
意味を確認する活動を単元や学年の枠を超えて丁寧に進めていくことが大切です。 

今回のみえスタディ・チェックの結果や課題の改善に向けた指導の
ポイントについては、「みえの学力向上県民運動」web ページに掲載
していますので是非今後の授業改善の参考にしてください。 

課題 

●第２回みえスタディ・チェックの前回からの改善状況を問題別に見ると、「できるようになった問題」と「で

きなかった問題」が明らかになってきます。問題別に改善状況をとらえ、年間を通じて計画的に「できる」

ようにする取組を、学校全体で進めていきましょう。 

令和元年度第２回みえスタディ・チェックから～成果と課題～ 
 



 

 

 

 

 

 

 
鳥羽東中学校では、「生きる力」の育成をめざし、「自らの考える力」、「互いに支え合う力」に力点をおい

て教科指導や学校行事等に取り組んでいます。4 つのプロジェクトチーム（学力向上・生徒活動・特別支
援・心の教育）の取組において、PDCA サイクルの確立を図るため、これまで年１回実施していた生徒アン
ケート（「めあて・振り返り」、学校生活、学習習慣等に関する内容）を、1 学期末と 2 学期末の 2 回に変更
し、そのアンケート結果をふまえた各チームの自己評価をもとに取組の改善を図っています。 

 

取組  教育内容の質の向上に向けて４つのプロジェクトチームが取組のPDCA サイクルを２回まわす 

（１）プロジェクトチームの体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）生徒アンケート結果をふまえた PDCA サイクルの確立 
   年間２回の生徒アンケートをもとに、結果から見えてきた課題に対して、各プロジェクトチーム 

が具体的な改善策を提案し実行しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）具体的取組例 

1 学期末のアンケートから、「めあて・振り返り」の項目について課題が見られました。その結果をふ
まえ、教員の授業力の向上に向け、特に「めあて・振り返り」の質の向上に重点をおき、市教委の指導
主事を招へいした研究授業を実施しました。 

  ＜「めあて・振り返り」の質の向上に向けた取組＞ 
           ・「めあて・振り返り」「主体的・対話的な学びの場の設定」「効果的な発問」の３点を

参観の視点とした各学年単位でのミニ研究会（放課後等に授業者と協議）を実施 
         ・学力向上プロジェクトチームが中心となり、授業改善に関する学年会を複数回企

画し、3 つの視点について協議 
          ・各学年でミニ授業研究会を企画し、３つの視点に加えて、他教科でも取り入れた

い授業アイデア、授業規律のあり方等についても協議 
  ＜成果・課題＞ 
   ○これらの取組により各教科の「めあて・振り返り」について、例えば、めあてを提示するタイミング

やめあてに立ち戻る場面の設定、振り返りシートの活用方法、めあてに正対した振り返り等、質の向
上が図られつつあります。          

   ○生徒は、見通しを持って学習に臨むことができるようになりつつあります。しかし、2 学期末の生徒
アンケートからは、十分な改善に至っていない状況が見られました。今後、「めあて・振り返り」が
よりよいものとなるようさらなる改善が必要となります。 

  ●●●●●鳥羽市立鳥羽東中学校長からのコメント●●●●●  

本校では、子どもたちの「生きる力」の育成をめざし、若い教員がプロジェクトリーダとなって、「あたり前の
ことを丁寧に行っていく」ことをモットーに組織づくりを進めています。「ミニ授業研究会」など授業交流を通し
て、授業アイデアの交流や授業規律の定着も図っています。また、子ども一人ひとりとの関係性を築きながら寄
り添い見守る教師の姿勢が、鳥羽東中学校スタンダードとして根付きつつあります。 

学力向上 
に向けた 

具体的な実践事例 

【事例 38】鳥羽市立鳥羽東中学校 

3 学期 

〈チーム編成〉教科や学年を超えて４つプロ
ジェクトチームが編成され、全教職員による
協働体制を構築するため、ベテランのサポー
トのもとチームのリーダーを若い教員が担っ
ています。 

〈自己評価シート〉チームが学期ごとに自己評価シート
（重点目標、重点取組、具体的方策、評価指標を設定）
を提案し、取組を進めています。 

〈会議時間の確保〉週の時間割の中に学年部
会とプロジェクトチーム会議を定例で設定
し、会議時間を確保しています。このことに
より放課後はクラブ指導や教材研究等に充て
ることができています。 

Ｐ：重点目標、年間計画、自己評価シートの
提案 

Ｄ：計画に沿った教育課程全体を通した教育活
動の実行 

Ｃ：生徒アンケート及び４つのプロジェクト
チームにおける自己評価による検証 

Ａ：各チームが教育活動を改善→Ｐ：計画を修
正し、早期に教育活動の実行につなげる 

２学期 

生徒アンケート 

自己評価 

生徒アンケート 

自己評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学習指導要領のもとで実施する学習評価② 

前回の 1 月号では、次のような学習評価の改善の方向性や観点の整理についてお伝えしました。 
○児童生徒の学習改善、教師の指導改善につながるものにしていくこと 
○育成を目指す資質・能力の三つの柱に基づいて３観点に整理すること 

今回は、評価の３観点それぞれについて、どのような考え方で評価をするのかをお伝えします。
なお、この評価の考え方は、小学校外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動においても同様に
考えることができます。 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善と、それを通して育成する資質・能力との
関連を意識しながら、評価の各観点の考え方を確認してください。 

 
各教科等における学習の過程を通した知識及び技能

の習得状況について評価を行うとともに、それらを既
有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中
で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念
等を理解したり、技能を習得したりしているかを評価
します。 

 

各教科等の知識及び技能を活用して

課題を解決する等のために必要な思考

力、判断力、表現力等を身に付けてい

るかを評価します。 

現行の「関心･意欲･態度」の観点も、各教科等の学習内容に関心をもつことのみならず、  

よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え方に基づいたもの

であり、今回、その趣旨が「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調されました。 

 
知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力

等を身に付けたりするために、自らの学習状況を把握
し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習
を調整しながら、学ぼうとしているかという意思的な側
面を評価します。 

◇各教科等の観点の趣旨等くわしくは「各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨」で確認を！ 

「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」〔別紙４〕 

  https://www.mext.go.jp/component/b_menu/nc/__icsFiles/afieldfile/2019/04/09/1415196_4_1_2.pdf  

 ◎「三重の学-Viva!!（まなびば）」４月号では、評価の方法、評定について掲載する予定です◎ 

単に継続的な行動や積極的な発言
を行うなど、性格や行動面の傾向
を評価するのではありません。 

×挙手の回数 
×毎時間ノートをとっているか 
など 

 

 
○「主体的に学習に取り組む態度」は、 
次の①、②の二つの側面から評価します。 

① 知識及び技能を獲得したり、思考力､判断力､表現力等を
身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとし
ている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しよう
とする側面 

○これら①、②の姿は実際の教科等の学びの中では別々でなく
相互に関わり合いながら立ち現れるものと考えられます。 
例えば、次のような姿は一般的でありません。 

・自らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組み続ける姿 

・粘り強さが全くない中で自らの学習を調整する姿 

ここでの評価は、児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断するも
のではなく、学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合には、教師が学習
の進め方を適切に指導することが求められます。 

この考え方に基づけば・・・ 
単元の導入段階では観点別の学習状況にばらつき＊が生じ

るとしても、指導と評価の取組を重ねながら授業を展開す
ることにより、単元末や学期末、学年末の評価について
は、観点ごとに大きな差は生じないと考えられます。 

＊観点別の学習状況にばらつき  
「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に学習に取り組む態度」の各観点
について、例えば、 や

といったばらつきのあるもの

になること。 
 

「知識・技能」の評価 

 

「思考・判断・表現」の評価 

 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価 

 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ 

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/nc/__icsFiles/afieldfile/2019/04/09/1415196_4_1_2.pdf

